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向 学 心
教
育
随
想

今月の紙面

岡崎美術協会会長

萩原　　弘　氏

「
陽
春
の
気
、
山
野
に
溢あ

ふ

れ
、
校
前
の

梅
も
今
を
盛
り
と
咲
き
匂
う
本
日
、
私
た

ち
は
…
…
」
こ
れ
は
中
学
卒
業
式
に
私
が

詠
ん
だ
答
辞
の
一
節
で
あ
る
。

昭
和
二
十
二
年
教
育
法
が
変
わ
り
、
初

め
て
の
新
制
中
学
校
第
一
回
の
卒
業
生
と

な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
、
二
ク
ラ
ス
の
中

で
進
学
す
る
も
の
は
僅わ

ず

か
だ
っ
た
。
家
庭

事
情
か
ら
、
私
は
就
職
と
決
め
て
い
た
が
、

同
時
に
高
校
に
行
き
た
い
と
悩
ん
で
も
い

た
。
結
局
、
夜
間
高
校
（
定
時
制
）
に
学

ぶ
道
を
選
ん
だ
の
だ
っ
た
。

昼
間
は
働
き
、
夜
は
勉
強
と
、
い
わ
ゆ

る
勤
労
学
生
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

交
通
手
段
は
す
べ
て
自
転
車
だ
っ
た
。

朝
早
く
工
場
へ
と
通
い
、
午
後
四
時
に

早
退
し
て
、
自
宅
に
戻
っ
た
。
す
ぐ
に
、

母
親
が
用
意
し
て
お
い
て
く
れ
た
弁
当
と

学
校
の
用
具
を
持
っ
て
、
ペ
ダ
ル
を
踏
ん

で
ひ
た
走
り
、
汗
だ
く
だ
く
で
教
室
に
入

っ
た
。
一
学
年
一
ク
ラ
ス
だ
け
だ
っ
た
が
、

真
剣
な
眼
差
し
で
、
ど
の
顔
も
向
学
心
に

燃
え
て
い
た
。
そ
ん
な
中
で
、「
よ
し
や

る
ぞ
」
と
小
さ
な
胸
の
鼓
動
を
覚
え
た
こ

と
が
今
も
強
く
心
に
残
っ
て
い
る
。

仕
事
の
疲
れ
か
ら
睡
魔
に
襲
わ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
放
課
後
に
脱
脂
粉
乳
の

ミ
ル
ク
で
、
冷
え
た
体
が
温
ま
る
の
が
楽

し
か
っ
た
こ
と
も
思
い
浮
か
ぶ
。
四
十
数

名
の
級
友
た
ち
は
、
互
い
に
励
ま
し
あ
っ

て
、
不
屈
の
精
神
で
、
昭
和
二
十
七
年
三

月
、
第
一
回
の
定
時
制
高
校
を
卒
業
し
た
。

私
は
幸
い
に
も
岡
崎
市
役
所
に
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
、
英
語
塾
に
も
通
っ
た
。

ま
た
、
私
立
大
学
の
短
期
大
学
部
（
夜
間
）

に
も
通
っ
た
。

定
時
制
高
校
時
代
、
友
人
が
カ
メ
ラ
を

持
っ
て
休
日
に
写
し
た
り
、
写
さ
れ
た
り

し
て
い
る
う
ち
に
写
真
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
今
で
は
、
写
真
歴
も
五
十

年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
年

に
発
足
し
た
岡
崎
美
術
協
会
（
日
本
画
、

洋
画
、
書
道
、
彫
塑
、
デ
ザ
イ
ン
、
工
芸
、

写
真
）
も
二
百
有
余
名
の
会
員
と
な
り
、

四
十
周
年
を
迎
え
る
。
今
年
は
、
記
念
事

業
を
行
う
た
め
、
微
力
な
が
ら
成
功
に
貢

献
し
た
い
と
念
じ
て
い
る
昨
今
で
あ
る
。

（
は
ぎ
わ
ら
　
ひ
ろ
し
）
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歌
は
人
生

日
本
音
楽
著
作
権
協
会
会
員
・
作
曲
家

津
田
　
二
郎
　
氏

津
田
さ
ん
は
、
岡
崎
に
縁
の

ゆ

か

り

あ
る
歌
を

数
多
く
作
曲
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
る
。

「
浄
瑠

じ
ょ
う
る

璃り

姫ひ
め

の
歌
」「
竹
千
代
音
頭
」

「
竹
千
代
の
唄
」「
矢
作
音
頭
」
…
…
。
そ

し
て
、
城
北
中
の
逍
遥
歌

し

ょ

う

よ

う

、
甲
山
中
応
援

歌
、
矢
作
南
小
、
秦
梨
小
、
大
門
小
、
額

田
中
の
校
歌
な
ど
も
作
曲
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
津
田
さ
ん
と
音
楽
の
出
合
い
を

お
聞
き
し
た
。

「
子
供
の
と
き
か
ら
好
き
で
、
将
来
は

画
家
か
音
楽
家
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
昔
は
『
唱
歌
』、『
図
画
』
と
言

っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
二
つ
だ
け
は
い

つ
も
甲
乙
丙
丁
の
甲
で
し
た
。
先
生
に
学

芸
会
で
よ
く
歌
わ
さ
れ
ま
し
た
ね
。」

話
は
、
歌
手
に
な
る
た
め
に
上
京
さ
れ

た
こ
と
に
続
い
た
。
当
時
の
一
流
歌
手
、

霧
島
昇
の
内
弟
子
と
し
て
勉
強
を
し
た

後
、
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
受
け
、
ト
ッ
プ
で
合
格
さ
れ
た
。
部

屋
に
は
、
デ
ビ
ュ
ー
の
こ
ろ
の
春
日
八
郎

と
若
き
日
の
津
田
さ
ん
が
写
っ
て
い
る
写

真
が
飾
ら
れ
て
い
た
。「
好
き
な
こ
と
だ

か
ら
、
ろ
く
に
食
べ
な
く
て
も
楽
し
か
っ

た
ね
え
」
と
懐
か
し
そ
う
に
語
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
家
業
を
継
ぐ
た
め
に
、
後
ろ

髪
を
引
か
れ
る
よ
う
な
思
い
で
岡
崎
に
戻

ら
れ
た
。
し
か
し
、
歌
を
教
え
て
ほ
し
い

と
い
う
四
十
人
以
上
の
生
徒
さ
ん
が
自
宅

に
集
ま
り
、
レ
ッ
ス
ン
が
始
ま
っ
た
。
そ

し
て
、
作
曲
活
動
も
本
格
的
に
な
っ
た
。

作
曲
は
四
百
曲
以
上
に
も
及
ん
で
い
る
。

「
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

か
ら
レ
コ
ー
ド
が
出
た
と
き
で
す
ね
。

『
竹
千
代
の
唄
』
と
『
竹
千
代
音
頭
』（
ど

ち
ら
も
舟
木
一
夫
）。
市
が
せ
き
れ
い
ホ

ー
ル
で
発
表
会
も
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

校
歌
で
は
、
額
田
中
学
校
の
校
歌
で
す
ね
。

冨
田
勲
先
生
が
私
を
推
薦
し
て
く
れ
た
ん

で
す
。
感
激
し
て
力
が
入
り
ま
し
た
。」

自
身
が
作
曲
さ
れ
た
歌
を
聴
か
れ
る
と

き
の
気
持
ち
を
お
尋
ね
し
た
。

「
子
供
が
歌
う
の
を
聴
く
の
は
、
や
っ

ぱ
り
う
れ
し
い
で
す
。
子
供
は
純
真
で
、

一
生
懸
命
歌
っ
て
く
れ
ま
す
か
ら
ね
。」

最
後
に
、
お
弟
子
さ
ん
に
指
導
す
る
と

き
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
を
お
尋
ね
し
た
。

「
基
本
が
大
事
で
す
ね
。
芸
術
の
極
致

は
素
直
さ
っ
て
い
い
ま
す
か
ら
。
譜
面
に

対
し
て
素
直
に
歌
う
こ
と
。
そ
れ
を
厳
し

く
言
い
ま
す
ね
。
歌
に
限
ら
ず
、
ス
ポ
ー

ツ
で
も
何
で
も
み
ん
な
同
じ
で
す
。
お
稽け
い

古こ

ご
と
は
基
本
が
大
事
で
す
ね
。」

現
在
八
十
歳
の
津
田
さ
ん
。
今
で
も
毎

月
二
回
、
矢
作
市
民
セ
ン
タ
ー
で
レ
ッ
ス

ン
を
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
、「
小
豆

坂
古
戦
場
の
歌
」
を
作
曲
さ
れ
、
昨
年
十

月
の
小
豆
坂
小
で
披
露
の
会
も
行
わ
れ

た
。「
歌
は
ぼ
く
の
人
生
、
ぼ
く
の
す
べ

て
」
と
語
る
津
田
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
大

好
き
な
岡
崎
の
歌
を
作
曲
し
続
け
て
く
だ

さ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

雨
に
も
負
け
ず

保
健
体
育
科
指
導
員

中
村
　
郁
夫

Ａ
小
学
校
三
年
生
、「
基
本
の
運
動

（
リ
レ
ー
）」
の
授
業
を
参
観
し
た
。

「
わ
ん
ぱ
く
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
ま
す
。」

担
任
の
指
示
で
、
子
供
た
ち
は
元
気
よ

く
動
き
出
し
た
。
続
く
補
助
運
動
は
、
運

動
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
、
じ
ゃ
ん
け

ん
鬼
ご
っ
こ
だ
っ
た
。

授
業
の
め
あ
て
は
「
バ
ト
ン
パ
ス
の
工

夫
」
で
あ
る
。
子
供
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に

バ
ト
ン
パ
ス
に
つ
い
て
の
課
題
を
持
ち
、

そ
の
課
題
を
確
認
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ

練
習
が
始
ま
っ
た
。
一
チ
ー
ム
五
人
が
、

走
者
・
計
時
・
ス
タ
ー
タ
ー
・
監
察
の
役

割
分
担
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
交
代

し
な
が
ら
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
バ

ト
ン
パ
ス
の
工
夫
を
し
た
り
、
走
る
順
番

を
変
更
し
た
り
、
次
々
と
活
動
が
繰
り
返

さ
れ
た
。
子
供
た
ち
が
夢
中
に
な
っ
て
練

習
を
し
て
い
る
と
き
、
無
情
に
も
雨
が
降

り
出
し
、
授
業
続
行
は
不
可
能
に
近
い
状

態
に
な
っ
た
。

（

）

氏
　
　
名
　
つ
だ
　
じ
ろ
う

生
年
月
日
　
大
正
十
二
年
十
二
月
二
十
四
日

住
　
　
所
　
竜
美
旭
町
一
二
―
一
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し
か
し
、
子
供
た
ち
は
、
だ
れ
も
雨
を

気
に
す
る
こ
と
な
く
練
習
を
続
け
た
。
強

く
な
る
雨
に
、
担
任
も
授
業
を
断
念
し
よ

う
と
し
た
が
、
子
供
た
ち
は
練
習
の
成
果

を
試
そ
う
と
、
競
走
す
る
こ
と
を
希
望
し

た
。
そ
の
熱
意
で
、
授
業
は
続
行
さ
れ
た
。

一
通
り
の
競
走
が
終
わ
り
、
と
り
あ
え
ず

体
育
館
の
軒
下
に
移
動
し
た
。
驚
い
た
の

は
、
軒
下
に
移
動
し
て
も
授
業
が
続
け
ら

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
先
生
と
子
供
た
ち
は
、

本
時
の
反
省
を
は
じ
め
た
。

雨
に
も
負
け
ず
、
授
業
に
熱
中
す
る
子

供
と
教
師
の
活
動
は
、
だ
れ
に
も
止
め
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
担
任
の
明
確
な

指
示
と
、
運
動
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て

き
び
き
び
と
運
動
す
る
子
供
た
ち
の
姿

に
、
体
育
学
習
の
原
点
を
感
じ
た
。
学
習

の
し
つ
け
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
授
業
の

流
れ
に
も
無
駄
が
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
驚

い
た
の
は
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
と
す
る

参
観
者
全
員
も
ず
ぶ
濡ぬ

れ
に
な
り
、
子
供

や
授
業
者
と
同
じ
立
場
で
、
授
業
に
参
加

し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
授
業
前
か
ら
怪

し
い
空
模
様
で
あ
っ
た
が
、「
せ
っ
か
く

の
体
育
で
す
か
ら
、
雨
が
降
っ
て
い
な
い

の
で
、
運
動
場
で
授
業
を
や
り
ま
す
」
と

い
う
担
任
の
意
気
込
み
に
校
長
先
生
や
参

観
者
が
応
え
た
も
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た

Ａ
小
学
校
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
に
心
か

ら
拍
手
を
送
り
た
い
。

生
き
方
へ
の
気
づ
き

矢
作
中
　
天
野
　
幸
輔

ず
っ
し
り
重
い
筆
に
、
洗
面
器
い
っ
ぱ

い
の
墨
汁
、
紙
は
一
畳
分
。
ど
ん
な
ス
ポ

ー
ツ
と
も
違
う
独
特
の
緊
張
感
と
静
寂
の

中
、
仲
間
の
筆
さ
ば
き
に
学
年
二
八
〇
名

全
員
が
息
を
の
む
。
筆
順
を
追
う
。
そ
し

て
皆
で
息
を
つ
き
、
拍
手
喝
采

か
っ
さ
い

と
な
る
。

「
次
は
」
と
尋
ね
る
と
「
ぼ
く
、
ぼ
く
」「
や

り
た
い
」
と
一
気
に
手
が
挙
が
る
。
書
家

石
川
昌
文
氏
の
指
導
の
下
、
自
分
の
人
生

を
漢
字
一
字
で
表
現
す
る
二
年
の
総
合
的

な
学
習
の
時
間
の
一
コ
マ
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
出
番
が
な
か
っ
た
Ａ
男
が

「
字
が
生
き
て
い
る
み
た
い
」
と
話
し
か

け
て
き
た
。「
何
で
そ
う
見
え
る
の
か
な
」

「
思
い
切
っ
て
書
い
て
い
る
。
石
川
先
生

が
今
日
は
う
ま
い
、
下
手
が
な
い
っ
て
言

っ
て
い
た
か
ら
」
自
分
の
気
持
ち
を
表
現

す
る
自
信
が
な
い
大
部
分
の
生
徒
を
代
弁

す
る
か
の
よ
う
な
Ａ
男
の
話
し
ぶ
り
に
、

感
心
し
た
。

全
員
が
半
紙
と
向
き
合
い
、
自
分
の
今

ま
で
と
今
後
の
十
年
を
表
現
す
る
漢
字
を

自
由
に
書
い
た
。
絵
文
字
の
よ
う
に
デ
フ

ォ
ル
メ
さ
れ
た
字
や
半
紙
を
横
に
使
っ
た

も
の
な
ど
、
生
徒
の
発
想
は
実
に
豊
か
で

あ
っ
た
。
漢
字
を
選
ん
だ
理
由
は
さ
ま
ざ

ま
あ
り
、
Ａ
男
は
恵
ま
れ
た
家
庭
に
生
ま

れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
理
由
で
「
幸
」

と
い
う
字
を
選
ん
だ
。

こ
の
活
動
の
前
に
「
書
」
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
を
砕
く
も
の
と
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新

日
曜
美
術
館
「
井
上
有
一
の
書
と
人
生
」

で
独
特
な
制
作
態
度
や
奔
放
な
作
品
を
視

聴
さ
せ
た
。

「
文
字
を
大
声
で
唱
え
な
が
ら
書
い
て

い
る
の
に
は
驚
い
た
」「
部
屋
中
が
墨
だ

ら
け
だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
出
た
。

Ａ
男
は
、「
ぼ
く
は
何
か
に
あ
そ
こ
ま

で
一
生
懸
命
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
」
と

の
感
想
を
も
っ
た
。
表
現
力
を
広
げ
よ
う

と
視
聴
さ
せ
た
が
、
Ａ
男
は
井
上
氏
と
自

分
の
生
き
方
を
比
較
で
き
て
い
た
。
活
動

前
か
ら
自
分
を
振
り
返
る
機
会
を
つ
か
み

か
け
て
い
た
よ
う
だ
。

作
品
は
全
て
文
化
祭
に
出
品
し
た
。

「
書
に
よ
る
二
八
〇
通
り
の
人
生
」
の
展

示
は
ま
さ
に
圧
巻
で
あ
っ
た
。

展
示
会
場
で
Ａ
男
に
会
っ
た
。
ど
れ
く

ら
い
成
長
し
た
だ
ろ
う
か
、
こ
ち
ら
か
ら

「
字
が
生
き
て
い
る
み
た
い
だ
ね
」
と
Ａ

男
の
言
葉
を
投
げ
か
け
て
み
た
。
す
る
と
、

「
こ
れ
だ
け
並
ぶ
と
す
ご
い
。
み
ん
な
違

っ
た
人
生
で
、
書
き
た
か
っ
た
字
が
見
つ

か
っ
た
っ
て
言
う
か
、
あ
っ
た
ん
だ
と
思

い
ま
す
」
と
答
え
た
。
単
な
る
表
現
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
終
わ
ら
ず
、
自
分
の
中

に
あ
る
も
の
を
引
き
出
せ
た
。
展
示
に
よ

り
同
じ
も
の
が
ひ
と
つ
も
な
い
こ
と
を
知

り
、「
書
」
が
「
生
き
方
の
多
様
性
へ
の

気
づ
き
」
へ
と
広
が
っ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

職
場
体
験
と
東
京
班
別
課
題
追
究
学
習

を
結
び
つ
け
た
総
合
学
習
を
、
学
年
全
体

で
進
め
て
き
た
。
や
や
も
す
る
と
「
生
き

方
」
や
「
進
路
」
と
い
う
と
、
生
徒
は
未

来
ば
か
り
に
目
が
向
き
が
ち
で
あ
る
。
自

分
の
過
去
を
見
つ
め
、
個
性
に
気
づ
く
こ

う
し
た
活
動
も
生
き
方
学
習
に
は
不
可
欠

で
あ
る
。



３月号 1年の歩み

（4）

一
年
の

あ
ゆ
み

４
・
１

岡
崎
市
が
中
核
市
に
移
行

新
規
採
用
教
員
87
名
辞
令
伝
達
式

４
・
８

改
築
完
工
式
　
常
磐
中

屋
内
運
動
場
完
工
式
　
竜
海
中

４
・
14

現
職
教
育
委
員
会
総
会
（
竜
海
中
）

４
・
19

第
15
回
管
楽
器
個
人
・
重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
東
海
大
会

優
秀
賞
・
中
日
新
聞
社
賞
（
二
位
）

岩
津
中
３
・
金
井
江
里
香

優
秀
賞
・
審
査
員
特
別
賞
（
三
位
）

岩
津
中
サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
四
重
奏

５
・
〜

体
育
館
耐
震
工
事
　
細
川
小
・
常
磐
小
・
男
川
小
・
本
宿
小
・
矢
南
小
・
矢
西
小
・
六
北
小
・

六
中
小
・
六
南
小
・
城
南
小
・
竜
美
丘
小
・
緑
丘
小
・
竜
谷
小
・
藤
川
小

保
健
室
空
調
設
備
設
置
工
事
　
竜
美
丘
小
・
根
石
小
・
六
名
小
・
矢
西
小
・
矢
東
小
・
美
合
小
・

緑
丘
小
・
六
西
小
・
生
平
小
・
竜
谷
小
・
秦
梨
小
・
本
宿
小
・

細
川
小
・
奥
殿
小
・
常
東
小
・
常
南
小

５
・
７

プ
レ
ハ
ブ
校
舎
建
設
工
事
開
始
　
梅
園
小

５
・
11

中
日
本
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

女
子
三
〇
Ｍ
・
三
〇
Ｍ
部
門
　
優
勝
　
東
海
中
３
・
青
山
絵
美
子

女
子
一
八
Ｍ
・
一
八
Ｍ
部
門
　
優
勝
　
東
海
中
２
・
緒
方
ほ
の
か

５
・
17

第
47
回
岡
崎
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会

５
・
30

愛
知
県
「
自
然
・
人
・
未
来
」
へ
発
信
す
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業

常
東
小
、
恵
田
小
、
甲
山
中
、
城
北
中

６
・
21

プ
ー
ル
完
工
披
露
式
　
愛
宕
小

６
・
29

第
17
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
選
手
権
愛
知
県
大
会

小
４
の
部
優
勝
　
矢
西
小
・
村
松
隆
範
、
小
６
の
部
優
勝
　
細
川
小
・
吉
田
圭
佑

７
・
〜

恵
田
小
校
舎
増
改
築
工
事
開
始
（
特
別
教
室
棟
新
築
、
普
通
教
室
改
築
）

７
・
４

文
科
省
が
二
〇
〇
二
年
情
報
教
育
実
態
調
査
を
発
表
　
Ｐ
Ｃ
で
指
導
で
き
る
教
員
が
五
割
突
破

７
・
５

ペ
プ
シ
カ
ッ
プ
第
23
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
愛
知
県
大
会
　

男
子
優
勝
　
矢
南
小
、
女
子
優
勝
　
六
南
小
ク
ラ
ブ

７
・
６

第
25
回
愛
知
県
中
学
生
相
撲
大
会
　
団
体
優
勝
　
美
川
中
・
加
藤
・
青
山
・
朝
岡
・
山
本

第
４
回
東
海
北
信
越
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会

中
学
２
年
生
女
子
組
み
手
の
部
　
優
勝
　
美
川
中
・
齋
藤
静
香

７
・
７

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
市
中
学
生
使
節
団
来
岡
（
〜
13
）

７
・
８

教
育
文
化
館
開
館
（
明
大
寺
町
旧
岡
崎
税
務
署
跡
地
）

７
・
15

緑
化
運
動
推
進
功
労
者
表
彰
　
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
　
矢
西
小

７
・
19

第
56
回
岡
崎
市
中
学
校
市
長
杯
総
合
体
育
大
会
（
〜
21
）

７
・
21

第
49
回
全
日
本
中
学
生
通
信
陸
上
競
技
大
会

三
〇
〇
〇
Ｍ
　
　
　
優
勝
　
矢
作
中
３
・
鈴
木
慶
輝

一
年
一
〇
〇
Ｍ
　
　
優
勝
　
矢
作
中
１
・
鈴
木
康
二

男
子
八
〇
〇
Ｍ
　
　
優
勝
　
美
川
中
３
・
坂
野
文
昭

男
子
三
年
一
〇
〇
Ｍ
優
勝
　
矢
北
中
３
・
日
下
部
智
久

７
・
22

岡
崎
市
小
学
校
球
技
大
会
（
〜
25
）

７
・
24

西
三
河
中
学
校
選
手
権
大
会
（
〜
27
）

７
・
27

第
25
回
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　
男
子
優
勝
　
矢
南
小
、
二
位
　
竜
美
丘
小

７
・
29

岡
崎
市
小
学
校
水
泳
大
会
（
井
田
小
、
三
島
小
）

７
・
30

第
33
回
愛
知
県
野
生
生
物
保
護
実
績
発
表
大
会
　
県
知
事
賞
　
美
合
小
、
生
平
小

第
57
回
愛
知
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
　

陸
上
の
部
　
三
〇
〇
〇
Ｍ
　
　
　
　
優
勝
　
矢
作
中
３
・
鈴
木
慶
輝

一
年
一
〇
〇
Ｍ
　
　
　
優
勝
　
矢
作
中
１
・
鈴
木
康
二

水
泳
の
部
　
男
子
総
合
　
　
　
　
　
優
勝
　
矢
北
中

女
子
一
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
優
勝
　
城
北
中
２
・
岩
下
な
つ
み

男
子
四
〇
〇
Ｍ
リ
レ
ー
　
　
　
優
勝
　
竜
海
中
・
柳
・
高
木
・
柵
木
・
荒
井

男
子
四
〇
〇
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
優
勝
　
矢
北
中
・
中
嶋
・
山
本
・
中
沢
・
田
端

新
体
操
の
部
　
個
人
総
合
優
勝
　
ロ
ー
プ
　
優
勝
　
竜
海
中
３
・
渡
邊
こ
の
み

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
矢
北
中
男
子
・
女
子
　
　
　

８
・
１

岡
崎
市
教
科
・
領
域
基
礎
研
修
会
（
〜
８
）

第
46
回
中
部
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
愛
知
県
大
会

中
学
校
大
編
成
の
部
　
優
秀
賞
　
矢
作
中

８
・
２

第
４
回
小
中
高
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

中
学
２
年
生
女
子
組
み
手
の
部
　
優
勝
　
美
川
中
・
齋
藤
静
香

団
体
女
子
組
手
の
部
　
　
　
　
　
三
位
　
美
川
中
・
池
上
・
齋
藤
・
蒲
野

８
・
３

第
25
回
中
部
日
本
選
抜
中
学
生
相
撲
大
会

個
人
の
部
　
優
勝
　
美
川
中
２
・
青
山
貴
昭
、
二
位
　
美
川
中
３
・
加
藤
瞳

第
23
回
全
国
中
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

男
子
三
〇
Ｍ
・
一
八
Ｍ
部
門
　
優
勝
　
東
海
中
２
・
坂
野
太
一

女
子
三
〇
Ｍ
・
一
八
Ｍ
部
門
　
二
位
　
東
海
中
２
・
山
本
有
紗

男
子
一
八
Ｍ
・
一
八
Ｍ
部
門
　
三
位
　
東
海
中
２
・
明
保
博
之

全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
　
Ｋ
―
４
優
勝
　
新
香
山
中
３
・
藤
嶋
・
坂
田
・
高
山
・
加
藤

８
・
７

中
教
審
の
教
育
課
程
部
会
が
学
習
指
導
要
領
の
部
分
改
訂
を
求
め
る
中
間
ま
と
め
を
発
表

第
25
回
東
海
中
学
校
総
合
体
育
大
会

団
体
の
部
　
　
　
　
　
　
　
三
位
　
城
北
中

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
　
三
位
　
矢
北
中

相
撲
競
技
　
団
体
の
部
　
　
優
勝
　
美
川
中
・
加
藤
・
青
山
・
朝
岡
・
山
本

個
人
の
部
　
　
三
位
　
美
川
中
２
・
青
山
貴
昭

８
・
８

愛
知
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
　
　
金
賞
・
豊
田
市
長
賞
　
岩
津
中

金
賞
・
Ａ
編
成
の
部
　
竜
海
中

感
性
を
育
む
心
の
教
育
の
推
進
　
芸
術
鑑
賞
会
（
市
民
会
館
）

８
・
９

第
10
回
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
教
育
賞
　
秦
梨
小

８
・
18

第
18
回
中
学
生
の
主
張
コ
ン
ク
ー
ル
（
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル
）

８
・
21

子
ど
も
体
験
活
動
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
出
演
（
東
京
虎
ノ
門
ホ
ー
ル
）

矢
北
小
雅
楽
部

第
31
回
生
徒
市
議
会
（
市
議
会
議
場
）

８
・
22

第
70
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
愛
知
県
大
会
　
金
賞
　
矢
南
小
合
唱
部

第
45
回
岡
崎
市
小
中
学
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
甲
山
会
館
）

８
・
24

東
海
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
　
中
学
合
同
バ
ン
ド
の
部
　
優
秀
賞
　
矢
北
中
・
新
香
山
中

８
・
28

岡
崎
市
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
（
福
祉
会
館
）

８
・
29

岡
崎
市
教
職
員
厚
生
活
動
（
市
民
会
館
）

８
・
30

東
海
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
　
金
賞
　
竜
海
中

９
・
10

教
育
研
究
大
会
（
根
石
小
、
甲
山
中
）

第
27
回
毎
日
全
国
学
生
書
写
書
道
展
　
特
別
名
誉
大
賞
　
矢
西
小
３
・
片
桐
美
咲

９
・
13

ち
ゅ
う
で
ん
教
育
大
賞
　
甲
山
中
、

同
　
教
育
振
興
助
成
　
山
中
小
・
浅
野
博
志
教
諭

９
・
14

第
38
回
Ｃ
Ｂ
Ｃ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
海
地
区
大
会
　
合
唱
部
門
　
最
優
秀
賞
　
南
中

重
唱
部
門
　
優
秀
賞
　
　
南
中

９
・
15

第
24
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
愛
知
陸
上
競
技
大
会

男
子
Ｄ
走
幅
跳
　
　
　
　
優
勝
　
岩
津
中
１
・
鈴
木
雄
貴

男
子
Ｂ
八
〇
〇
Ｍ
　
　
　
優
勝
　
美
川
中
３
・
坂
野
文
昭

女
子
Ｂ
Ｃ
共
通
円
盤
投
　
優
勝
　
美
川
中
３
・
柵
木
悠

９
・
21

海
外
教
員
派
遣
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
教
育
視
察
（
〜
29
）

第
３
回
「
夢
の
ら
く
が
き
」
児
童
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
　
県
知
事
賞
　
岩
津
小
２
・
田
崎
維
也

�
細
川
小
、
小
豆
坂
小
が
活
躍
し
た

全
日
本
小
学
生
相
撲
大
会

�
矢
作
中
、
美
川
中
、
矢
作
北
中
が
活
躍
し
た

全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会
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９
・
23

第
40
回
吹
奏
楽
祭
（
市
民
会
館
）

９
・
27

第
42
回
岡
崎
市
小
学
校
陸
上
大
会
（
県
岡
崎
総
合
運
動
場
）

９
・
28

第
10
回
愛
知
県
中
学
校
カ
ヌ
ー
大
会

女
子
総
合
優
勝
　
新
香
山
中
、
男
女
総
合
優
勝
　
新
香
山
中

９
・
30

岡
崎
市
中
学
生
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
市
親
善
訪
問
（
〜
10
・
９
）

10
・
４

第
35
回
岡
崎
市
中
学
校
新
人
総
合
体
育
大
会
（
〜
11
・
水
泳
９
・
６
）

連
尺
小
開
校
一
三
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行

第
38
回
Ｃ
Ｂ
Ｃ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
海
地
区
大
会
　
重
奏
部
門
　
最
優
秀
賞
　
南
中

10
・
６

岡
崎
市
中
学
生
タ
ウ
ラ
ン
ガ
市
親
善
訪
問
（
〜
13
）

10
・
11

高
円
宮
杯
中
学
生
英
語
弁
論
大
会
県
大
会
　
最
優
秀
賞
　
新
香
山
中
３
・
林
知
輝

中
部
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
海
大
会
　
準
優
勝
　
　
新
香
山
中

10
・
12

第
50
回
理
科
作
品
展
（
中
央
総
合
公
園
武
道
場
）

第
30
回
技
術
・
家
庭
科
作
品
展
（
中
央
総
合
公
園
武
道
場
）

第
50
回
岡
崎
市
民
体
育
祭
（
中
央
総
合
公
園
運
動
場
）

10
・
18

第
51
回
全
国
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

特
選
　
竜
海
中
３
・
山
下
恵
理
奈

入
選
　
竜
美
丘
小
４
・
山
本
拓
、
矢
東
小
５
・
蟹
江
遙

新
香
山
中
３
・
永
尾
綾
・
阿
部
真
弓
、
山
中
小
５
・
内
田
百
香
・
小
林
真
菜
美

佳
作
　
矢
東
小
２
・
斉
藤
慶
、

三
島
小
３
・
米
沢
安
優
香

三
島
小
４
・
下
里
杏
奈
・
石
川
華
子
、

竜
美
丘
小
５
・
大
久
保
愛

矢
東
小
６
・
森
下
藍
、

新
香
山
中
２
・
前
川
浩
隆

10
・
25

第
40
回
造
形
お
か
ざ
き
っ
子
展
（
〜
26
・
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
広
場
）

10
・
26

米
国
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
使
節
団
来
岡
（
〜
28
）
本
宿
小
、
上
地
小
、
六
ッ
美
中
、
新
香
山
中
と
交
流

10
・
29

第
30
回
岡
崎
市
小
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
（
福
祉
会
館
）

11
・
３

第
15
回
東
京
時
代
ま
つ
り
（
浅
草
）
参
加
　
細
川
小
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ

第
38
回
Ｃ
Ｂ
Ｃ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
部
日
本
決
勝
大
会

合
唱
の
部
　
　
　
優
秀
賞
　
　
南
中
、
矢
北
中

重
唱
の
部
　
　
　
優
秀
賞
　
　
矢
北
中

管
楽
合
奏
の
部
　
最
優
秀
賞
　
竜
美
丘
小

優
秀
賞
　
　
岩
津
中
、
矢
北
中

重
奏
の
部
　
　
　
優
秀
賞
　
　
南
中

第
17
回
愛
知
県
小
学
生
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

四
〇
〇
Ｍ
リ
レ
ー
　
優
勝
　
上
地
小
・
小
林
・
藤
村
・
森
下
・
榊
原

11
・
９

新
香
山
中
開
校
二
〇
年
記
念
式
典
挙
行

11
・
14

第
34
回
博
報
賞
　
秦
梨
小

11
・
15

第
31
回
教
育
文
化
賞
授
賞
式
（
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル
）

第
９
回
東
海
ユ
ー
ス
（
Ｕ
―
15
）
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
優
勝
　
福
岡
中
サ
ッ
カ
ー
部

11
・
20

第
12
回
全
国
小
学
校
生
活
科
・
総
合
的
な
学
習
教
育
研
究
協
議
会
研
究
大
会

（
〜
21

岡
崎
小
、
城
南
小
、
三
島
小
、
連
尺
小
）

11
・
22

第
22
回
全
日
本
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
グ
ッ
ド
サ
ウ
ン
ド
賞
　
竜
美
丘
小

第
52
回
愛
知
県
中
学
校
駅
伝
大
会
　
女
子
の
部
優
勝
　
六
ッ
美
中

小
豆
坂
学
区
・
学
校
創
立
二
〇
年
記
念
式
典
挙
行

11
・
23

第
31
回
岡
崎
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
（
市
民
会
館
）

11
・
29

第
44
回
中
部
日
本
放
送
小
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
　
中
日
新
聞
社
賞
　
細
川
小
２
・
中
垣
友
梨

11
・
30

愛
知
県
Ｆ
Ｂ
Ｃ
秋
・
学
校
花
壇
設
計
図
コ
ン
ク
ー
ル
　
県
知
事
賞
　
六
中
小

12
・
１

第
38
回
全
国
野
生
生
物
保
護
実
績
発
表
大
会
　
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
奨
励
賞
　
生
平
小

12
・
４

駅
伝
カ
ー
ニ
バ
ル
　

中
学
男
子
の
部
　
優
勝
　
美
川
中
・
坂
野
・
鈴
木
・
八
塚
・
小
嶋
・
山
本
・
佐
藤

12
・
６

叙
勲
・
表
彰
者
合
同
祝
賀
会
（
竜
美
丘
会
館
）

12
・
７

第
16
回
全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会
　

小
６
の
部
三
位
　
細
川
小
・
吉
田
圭
佑
、
小
５
の
部
三
位
　
小
豆
坂
小
・
鈴
木
敦
裕

12
・
８

愛
知
県
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
防
火
作
品

全
国
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
運
営
指
導
協
議
会
県
支
部
局
長
賞
　
大
樹
寺
小
６
・
林
完
治

12
・
15

第
47
回
全
国
学
芸
科
学
コ
ン
ク
ー
ル
作
文
部
門
　
赤
尾
好
夫
記
念
賞
　
東
海
中
３
・
宮
本
崇

12
・
19

第
53
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
　

県
実
施
委
員
会
委
員
長
賞
　
常
磐
中
３
・
辻
慶
子
　

12
・
20

第
22
回
海
と
さ
か
な
コ
ン
ク
ー
ル
　
農
林
水
産
大
臣
賞
　
連
尺
小
２
・
鈴
木
俊
哉

12
・
24

第
30
回
冬
季
研
修
会
（
〜
25
・
ア
イ
プ
ラ
ザ
岡
崎
）

12
・
26

愛
知
県
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
　
男
子
の
部
　
優
勝
　
竜
海
中

１
・
９

愛
知
県
体
力
づ
く
り
優
良
校
顕
彰
　
甲
山
中

１
・
10

第
２
回
全
国
こ
ど
も
科
学
映
像
祭

文
部
科
学
大
臣
賞
　
東
海
中
報
道
部
・
太
田
博
明
・
尾
崎
三
郎
・
田
嶋
優
太
郎
・
小
坂
有

優
秀
作
品
賞
　
山
中
小
６
・
内
田
光
咲
、
同
３
・
内
田
智
文

１
・
14

愛
知
県
教
育
委
員
会
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
小
学
校
一
年
生
を
対
象
に
「
35
人
学
級
」
を
導
入
す

る
こ
と
を
決
め
、
そ
の
た
め
の
予
算
措
置
を
す
る
と
発
表

１
・
15

第
47
回
小
中
学
校
書
き
初
め
展
（
〜
18
・
岡
崎
市
美
術
館
）

１
・
18

第
55
回
岡
崎
市
民
駅
伝
競
走
大
会

１
・
20

愛
知
県
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
　
県
知
事
賞
　
北
野
小
４
・
藤
岡
実
里

２
・
４

学
校
保
健
大
会
（
公
衆
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

２
・
６

第
49
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
　
矢
東
小
２
・
徳
原
誉
人

２
・
13

第
39
回
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
（
福
祉
会
館
）

２
・
21

第
12
回
全
国
小
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
　
緑
丘
小
６
・
花
村
亜
莉
沙

３
・
末

第
40
回
全
国
児
童
才
能
開
発
コ
ン
テ
ス
ト
　
幹
事
長
賞
　
緑
丘
小
３
・
安
藤
あ
か
り

�
竜
美
丘
小
が
グ
ッ
ド
サ
ウ
ン
ド
賞
を
受
賞
し
た

全
日
本
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

�
旧
岡
崎
税
務
署
跡
地
に
開
館
し
た
教
育

文
化
館

�
現
地
の
小
・
中
学
生
と
交
流
を
深
め
た

市
中
学
生
タ
ウ
ラ
ン
ガ
市
親
善
使
節
団

�
南
中
合
唱
部
が
合
唱
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

Ｃ
Ｂ
Ｃ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
海
地
区
大
会
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平成15年度研究発表校

月
日

６
月
17
日

６
月
24
日

10
月
３
日

11
月
20
日

11
月
21
日

紙
上
発
表

校
名

竜
　
海
　
中

本
　
宿
　
小

美
　
　
川
　
　
中

六
ツ
美
西
部
小

岡
　
崎
　
小

三
　
島
　
小

連
　
尺
　
小

城
　
南
　
小

市
民
会
館

美
　
合
　
小

分
野

全
教
科
・
特
殊
教
育

健
　
康
　
教
　
育

全
　
教
　
科

生
活
科
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間

「
生
活
科
・
総
合
的
な
学
習
」

全
国
大
会
全
体
会

全
教
科
・
領
域

研究主題 研　究　概　要

生徒一人一人の「学ぶ力」を育成しようと、昭和38年
以来「わかる学習指導」の継続研究を進めてきている。
本年度から始めた第８次研究では、教師が学習内容や
学習段階に応じた「わかる」を明確におさえ、生徒が
「自ら学ぶ力」を身につけることを研究の主眼とした。
生徒の基礎・基本の定着、追究方法の習得や実生活に
結びつける意識の向上を図っていくことをめざした。
心身ともに健康的な生活を子供たちが送ることができ
るようにしたいと願い、研究を進めた。健康に関する
授業のあり方、よりよい人間関係づくり、自分を大切
にする気持ちを育む授業や行事づくり、家庭や地域と
の連携を柱に研究実践を進めた。

「健康」の基盤となるものを、生命や自分自身を大切に
する心情ととらえ、正しい知識や認識を身につけ、実
践力を高めるためにライフスキル教育に取り組んだ。
「命」「喫煙防止」「飲酒防止」「薬物乱用防止」の学習
を行うにあたり、教条的な指導を避け、課題解決し発
信するという段階を通し、生命に対する心情や、薬物
に対する態度を培うように意図した。

開校以来、「地域に開かれた学校」を目指して教育活動
を展開してきた。本年度は、研究の視点を「地域のひ
と・もの・こととのかかわりを通して」とし、地域の
「ひと・もの・こと」とかかわる体験活動を中心に据え
た「なのはな学習」を展開した。自ら学ぶ楽しさや学
ぶ方法を体得し、生き生きと活動する子を育てること
を目標として実践を行った。
地域を見つめ、仲間とかかわりあう学習を通して、自
らの気付きを大切にしていく子供。仲間とともに自ら
の学びを深め合う子供。友達や地域の人に伝えたり、
表現したり、役立てたりしていこうとする子供。以上
の子供の育成を目指して研究・実践してきた。

「福祉教育・交流教育」への取り組みを基盤とし、６年
間を見通して学習の深まりを求めた。また「だれとで
も自然にふれあえる子供」を育てることを目標とした。
生活科では身近な人と、総合では心身に障害のある人
たちとのふれあいを体験することを通して、個々の思
いをとらえ、生かし、見取ることに重点をおきながら
実践に取り組んだ。
平成９年度より取り組んできた環境学習に、町学習を
加え、地域の特色を生かした生活科・総合的な学習の
研究を進めてきた。研究の手だてとして、特に話し合
い活動に注目し、他者とのかかわりあいの中で、子供
たちが自らの学びを深めていく授業のあり方を求める
実践研究に取り組んだ。
国際理解教育を通して、子供たちの「発見する力」「理
解する力」「発信する力」の育成を目指した。「感動を
呼ぶ教材の準備」「多様な人々や文化・伝統に触れる体
験の場の設定」「多様な表現方法で発表する場を保障」
を研究の手立てとして実践を進めた。

子供たちの気付きを広げ深める生活科学習をめざして、
「であう－ひたる－ふりかえる」の学習過程を設定し、
それぞれに応じた手立てを工夫した。また、総合的な
学習の時間の学びを深めるために、「切実感のある課題
作り」「具体的な活動や体験を通した追究活動」「追究
を見直し学びを実感する場の設定」等を工夫し実践し
た。
青少年赤十字活動の態度・行動目標である「気づき、
考え、実行する」を本校の教育活動の中に取り入れ、
「生活科」「総合的な学習の時間」の学習を中心に、自
己の課題をつかみ、自らなすべきことに取り組むこと
ができる子供の育成を目指した。

自ら学ぶ力を高め
る生徒の育成
－教科学習を中心
に－

自己を正しく見つ
め、生き生きと歩
む子供の育成
－健康教育（喫
煙・飲酒・薬物
乱用防止教育）
を核として－
生涯にわたり心身
ともに健康で、輝
いて生きる生徒の
育成
－健康教育（命の
学習、喫煙・飲
酒・薬物乱用防
止教育）を核と
して－
自ら学び、生き生
きと活動する子の
育成

気づき　深め　表
現できる子の育成

豊かに感じ、自ら
考えを深める子供
の育成

聴きあい　学びあ
い　高めあう授業
を求めて

発見・理解・発信
できる城南っ子の
育成

自らの生活を切り
拓く子ども
－かかわり、気付
きを広げ深める
生活科の授業－

気づき　考え　実
行する美合っ子の
育成

研究物　　研究紀要　　学習指導案集
自由研究のまとめ

講師
各教科・領域指導員の先生方

研究物　　研究紀要　　学習指導案集
講師
岡崎市民病院呼吸器外科部長 浅岡　峰雄　先生
名古屋ダルク代表 外山　憲治　先生
市保健指導員 本若　典子　先生
市特別活動指導員 内藤　隆之　先生
県教委健康学習課指導主事 森　　英子　先生
冨田病院長 冨田　　稔　先生

研究物　　研究紀要　　学習指導案集
講師
愛知教育大学助教授 野田　敦敬　先生

研究物　　研究紀要　　学習指導案集
講師
愛知教育大学助教授 中野　真志　先生
愛知教育大学助手 久野　弘幸　先生
蒲郡市立形原小学校長 足立　泰敏　先生
豊橋市教育委員会主幹 安藤　正紀　先生
研究物　　研究紀要　　学習指導案集
講師
愛知教育大学教授 布谷　光俊　先生
岡崎市立甲山中学校長 梶尾　長夫　先生
豊田市立美山小学校長 森　　弘一　先生
音羽町立長沢小学校教頭 白井　博司　先生

研究物　　研究集録　　学習指導案集
講師
愛知教育大学助教授 野田　敦敬　先生
三好町立天王小学校長 濱本　敦子　先生
幸田町立幸田小学校教頭 稲吉　優二　先生
岡崎市立広幡小学校教頭 熊谷　光男　先生
研究物　　実践記録　　学習指導案集
講師
愛知教育大学附属岡崎小学校副校長 福應　謙一　先生
愛知教育大学助教授 寺本　　潔　先生
豊田市立山之手小学校長 杉浦　眞幸　先生
愛知教育大学教授 中野　靖彦　先生
研究物　　大会紀要
講師
文科省初等中等教育局視学官 嶋野　道弘　先生
愛知教育大学助教授 野田　敦敬　先生
教材・授業開発研究所代表 有田　和正　先生
名古屋市立稲葉地小学校長 松尾　　操　先生
幸手市教育委員会指導主事 小川　聖子　先生
研究物
研究紀要「気づき　考え　実行する美合っ子の

育成」

研　究　資　料

●平成15年度の出版物
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平成15年度教育研究論文入賞者

賞 最優秀
個人 1

1
1
1
4

優　秀
28
3

17
2

50

佳　作
52
8

33
4

97

合計/応募数
81/227
12/ 29
51/135
7/ 17

151/408

共同
個人
共同

小学校

中学校

合　　計

氏　名 学校名 教科領域 研　　究　　主　　題
三上美佐子 矢作東 国　語 確かで豊かな音声言語表現力を伸ばす指導
林　　正彦 美　川 数　学 自ら学ぶ力を育てる数学の授業を目指して

現職教育部
成田　隆行 三　島 教育全般 豊かに感じ、自ら考えを深める子供の育成

２年生部会
香川　哲範 福　岡 総　合 目を輝かせ、自らを探究する生徒の育成

国語研究推進部会
高橋由美子 六西部 国　語 かかわりあい、伝え合う国語科の授業

１年生部会
原田　尚子
前寺　優子

連　尺 生　活 気づきを広げ、深める生活科の授業

授業研究部
牧野　　守 本　宿 学校保健 自己を正しく見つめ生き生きと歩む子供の育成

技術・家庭科部
荒井　留美 竜　海 技術・家庭 ものや人とかかわりあいながらよりよい生活をめざす授業

１年生部会
安藤　真樹 福　岡 総　合 目を輝かせ、自ら進んで活動する生徒の育成

国 語 部 会
清水　隆史 竜美丘 国　語

3年生部会代表
加藤　嘉一 六南部 教育全般

数　学　部
坂田　裕史 竜　海 数　学

理　科　部
寺澤　益実 竜　海 理　科

特別活動部
伊奈　良晃　甲　山 特別活動

健康教育推進部
e田　修義 美　川 学校保健

５年生部会
山本　祐子
杉山　雄一

竜美丘 算　数

田中　芳子
太田田佳子 大樹寺 理　科

●個人研究の部
最優秀賞

優秀賞

●共同研究の部
最優秀賞

優秀賞

〈論文入賞者数〉

佳作

近藤志づ代 竜美丘 国　語 基礎学力としての情報リテラシー能力の育成
山盛　誠治 細　川 国　語 伝え合うことに喜びを見いだす子どもたちを目指して
大西　裕子 矢作東 国　語 確かで豊かな音声言語表現力を伸ばす指導と評価
堺　　正司 六西部 国　語 伝え合う力を育てる国語科の学習
寄田加津子 井　田 書　写 基礎・基本を大切にして確かな書写力を育てる指導
伊藤　将生 広　幡 社　会 地域社会に目を向け、主体的に学び続ける社会科の授業
真木　芳衛 六　名 算　数 習熟度別少人数学級「じっくりコース」における有効な指導の手だての考察
滋野井貴子 竜美丘 算　数 個を知り、個を伸ばす算数指導
森下　成樹 矢作南 算　数 よく分かりよりよく考える子供の育成
林　　幸康 六西部 理　科 個の思考の深まり
鈴木　正子 広　幡 理　科 自然事象と積極的にかかわり自分の思いを表現できる子の育成を目指して
太田　末也 常磐南 理　科 生命を見つめ、生命を育む子供の育成
小林佐知子 連　尺 生　活 「気付きを大切に　友達とかかわりながら　考えを深める子」の育成をめざして
池田佳代子 矢作南 生　活 主体的にかかわり合い気付きを深める子の育成
土屋　洋子 六西部 保健体育 体を動かす楽しさを感じ、自ら意欲的に取り組む体育学習
鳥居　光世 恵　田 図　工 つくり出す喜びを感じ、心豊かに自分の思いを表現する子どもの育成
尾崎貴美子 細　川 道　徳 自分自身を正直に見つめることによって、生きる力を育む道徳の学習
廣田　あい 六　名 特別活動 『30人31脚』にチャレンジ
天野　良則 大樹寺 特別活動 自立心を育てる学級・学年・学校行事のあり方
福田　忠大 大樹寺 特別活動 自ら進む方向を考え、行動する学年集団をめざして
鈴木　正統 大樹寺 特別活動 話合い活動を基盤として、集団の一員としての自覚を高める学級活動
田島　広嗣 連　尺 特殊教育 どんぐりでなかよし
山口　博正 福　岡 特殊教育 表現能力を身につけ、自分の思いを伝えることのできる児童の育成
澤田　祥明 矢作北 特殊教育 人とかかわる力を育てる手だての追求
廣瀬　浩司 根　石 図書館 本の世界に浸り　心を耕し続ける子の育成
小川　有理 上　地 学級経営 互いに認め合い、高め合いながら、たくましく生きる子どもの育成
鈴木　崇之 三　島 総　合 豊かに感じ、自ら考えを深める子の育成
中立　　香 本　宿 総　合 自己を正しく見つめ、健康的な生活を営む子供の育成
尾崎　和美 竜　海 国　語 思いを伝え合う方法を学ぼう
磯村　彰久 葵 国　語 和歌を理解するための基礎・基本を身に付け、和歌に親しむ生徒の育成
成瀬　茂雄 甲　山 社　会 一人一人の生徒に成就感と存在感のある社会科授業
村田　貴志 甲　山 社　会 “未来の主権者として社会的な事象に積極的に関わる生徒の育成を目指して”
深津　伸夫 葵 数　学 「できる」「わかる」を大切にする数学の学習
小澤　　弘 河　合 数　学 学ぶ力・確かな学力を育む数学指導
a橋　幸太 六ッ美北 数　学 「数学が楽しい」といえる生徒の育成をめざして
児玉　洋行 葵 理　科 主体的に宇宙の姿を思考し、表現できる生徒の育成
早川　周宏 六ッ美北 美　術 新しい評価観に立った授業の工夫
山本　照司 城　北 保健体育 自己評価能力を高める体育学習
市川　陽明 岩　津 保健体育 気づき、考え、主体的に取り組む生徒の育成
畔柳　朋典 新香山 保健体育 新評価基準に対応した新しい授業の創造
鈴木　孝広 竜　南 保健体育 確かな学力を育む心の教育
加藤　優子 福　岡 技術・家庭 自ら進んで食生活を工夫し、創造する生徒の工夫
山田　義仁 岩　津 技術・家庭 環境を守る心を育むものづくり指導
岡田　幸夫 六ッ美 特殊教育 自信を持った言動ができる生徒の育成
川端　啓介 美　川 総　合 自他の生命を尊重し、思いやりのある心豊かな生徒の育成

坂部　展子 竜美丘 国　語
赤穂　恵里 広　幡 国　語
板倉　　恵 福　岡 国　語
井上　葉子 山　中 国　語
松下　　恵 矢作東 国　語
菅沼　　健 矢作東 国　語
戸井かおり 矢作北 国　語
内田　憲朗 六南部 国　語
高瀬　　透 竜美丘 社　会
酒井　智之 大樹寺 社　会
上原　李佳 六南部 社　会
森田　淳一 城　南 社　会
片桐　　徹 北　野 社　会
齊藤　淑子 竜美丘 算　数
川本　綾子 竜美丘 算　数
大谷　信一 連　尺 算　数
加藤　俊明 奥　殿 算　数
佐野　恵広 六中部 算　数
池田　芳浩 小豆坂 算　数
太田　幹彦 広　幡 理　科
犬塚　健一 常磐南 理　科
川口　克也 矢作南 理　科
千賀しのぶ 六　名 生　活
林　恵理子 三　島 生　活
柴田　知子 矢作西 生　活
鈴木　康子 六北部 生　活
石田佳奈子 矢作南 音　楽
杉原恵美子 愛　宕 図　工
伊藤　真平 広　幡 保健体育
荻野　卓寛 福　岡 保健体育
岩見　　陽 六南部 保健体育
志水　美穂 六南部 保健体育
嘉森　　環 根　石 道　徳
田中　寿和 三　島 特殊教育
竹内　昭博 藤　川 学習情報
川本　祐二 小豆坂 学習情報
鈴木　悦子 緑　丘 総　合
山崎　博美 羽　根 総　合
稲垣　裕子 岡　崎 総　合
畑　　小普 矢作西 総　合
村田　里美 矢作西 総　合
山中　理子 六北部 総　合
羽根渕一夫 連　尺 総　合
山内　剛治 連　尺 総　合
北原理恵子 広　幡 総　合

増野　　隆 竜　谷 総　合
小川真奈美 大樹寺 総　合
稲垣　啓子 小豆坂 総　合
田中　鉄也 小豆坂 総　合
高柳　真弓 矢作東 教育全般
深見　俊幸 本　宿 教育全般
内田　幹也 恵　田 教育全般
近藤久美子 竜　海 国　語
加藤　有悟 美　川 社　会
日置　正敏 南 社　会
上村　　浩 南 社　会
小境　基生 矢　作 社　会
早川　哲也 六ッ美 社　会
越野　和芳 城　北 数　学
井上　善道 竜　南 数　学
渋谷　昌彦 北 数　学
小坂　芳正 南 理　科
大洲壮一朗 竜　南 理　科
神谷　直希 北 理　科
内田　正信 竜　海 音　楽
柴田　聡子 竜　南 音　楽
小川　恵子 竜　海 美　術
高橋　　誠 河　合 美　術
白川　真理 美　川 保健体育
矢田　雅彦 東　海 保健体育
兵藤　輝徳　岩　津 保健体育
中根　正光 美　川 技術・家庭
藤谷　崇子 美　川 技術・家庭
入江　　茜 矢　作 英　語
大島　沙樹 六ッ美北 英　語
清水　孝治 矢作北 道　徳
後藤　真司 北 道　徳
横山　　治 矢　作 特別活動
濱田　明弘 矢作北 特別活動
太田　幹也 北 特別活動
奥脇　弓子 矢　作 特殊教育
森　　竜師 北 学習情報
浅井　圭子 甲　山 図書館
加藤　有悟 美　川 生徒指導
河合由起子 美　川 学級経営

佳作

現職教育生活科部会
中村　公治 連　尺 生　活

現職教育部
都築　　功 根　石 図書館

６年生部会
倉地　耕治 連　尺 総　合

研　究　部
山田　一夫 竜美丘 教育全般
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（8）

ニ
タ
ー
が
導
入
さ
れ
た
。

〇
教
材
ソ
フ
ト
の
家
庭
利
用

使
い
や
す
い
環
境
が
整
い
、
各

小
中
学
校
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教

室
の
利
用
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教

室
は
、
週
に
一
、
二
回
程
度
し
か

利
用
で
き
な
い
た
め
、
も
っ
と
使

い
た
い
と
い
う
要
望
も
多
い
。

そ
こ
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室

や
セ
ン
タ
ー
サ
ー
バ
ー
に
整
備
さ

れ
た
教
材
を
各
教
室
や
家
庭
で
も

利
用
で
き
る
計
画
を
し
て
い
る
。

こ
れ
に
は
ユ
ー
ザ
ー
認
証
の
手
続

き
が
面
倒
で
は
あ
る
が
、
実
現
す

れ
ば
、
各
教
室
や
家
庭
で
も
平
成

十
五
年
度
末
か
ら
パ
ソ
コ
ン
教
室

と
同
じ
教
材
が
利
用
で
き
る
。
パ

ソ
コ
ン
教
室
で
出
来
な
か
っ
た
問

題
や
、
も
う
一
度
取
り
組
ん
で
み

た
い
問
題
を
解
く
こ
と
が
出
来
る
。

〇
岡
崎
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

岡
崎
市
は
、
平
成
六
年
に
郵
政

省
の
事
業
を
受
け
、
Ｖ
※

１

Ｏ
Ｄ
の
実

験
事
業
を
開
始
し
た
。
そ
れ
を
皮

切
り
に
、
国
か
ら
の
様
々
な
事
業

を
受
け
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

そ
の
成
果
を
求
め
る
た
め
、
毎
年
、

学
校
で
実
験
授
業
を
行
っ
て
き
た
。

こ
の
授
業
分
析
か
ら
、
必
要
と

さ
れ
る
教
※

２

材
コ
ン
テ
ン
ツ
を
探

り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
蓄
積
・
整
備

を
進
め
て
き
た
。
ま
た
、
学
習
コ

ン
テ
ン
ツ
を
配
信
す
る
イ
※

３

ン
ト
ラ

整
備
を
推
進
し
、
岡
崎
教
育
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
き
た
。

さ
ら
に
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

利
用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
環
境
を
目

指
し
、
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
と
し
て
「
Ｏ
Ｋ
リ
ン

ク
」（http://w

w
w

.oklab.ed.jp

）

の
整
備
を
進
め
て
き
た
。
こ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
市
内
の
小
中
学

校
へ
、
自
作
や
購
入
し
た
教
材
コ

ン
テ
ン
ツ
約
七
万
五
千
点
を
配
信

で
き
る
。

こ
れ
ら
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室

に
導
入
さ
れ
た
教
材
ソ
フ
ト
と
併
用

さ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備

平
成
十
三
年
に
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
が

小
学
校
十
校
に
敷
設
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
各
教
室
か
ら
七
万
五

千
点
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
、
パ
ソ
コ

ン
教
室
の
教
材
が
一
部
利
用
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
。
子
供
た
ち
の

知
り
た
い
と
い
う
欲
求
を
満
足
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
近
づ

き
つ
つ
あ
る
。

〇
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
整
備

平
成
十
五
年
十
月
に
中
学
校
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
更
新
が
終
わ

り
、
小
中
学
校
五
十
八
校
に
は
Ｏ

Ｓ
と
し
て
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
、

見
や
す
い
十
七
イ
ン
チ
の
液
晶
モ

●

教
育
最
新
情
報

〇
願
い
を
大
切
に
す
る

授
業
の
あ
り
方
を
学
ぶ

連
尺
小
　
田
島
　
広
嗣

今
回
の
派
遣
研
修
を
受
け
る
に

当
た
っ
て
、
以
下
の
三
点
を
追
究

し
た
い
と
考
え
た
。

①
今
後
展
開
さ
れ
る
特
別
な
支
援

教
育
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考

え
や
動
向

②
生
活
科
・
総
合
的
な
学
習
の
時

間
の
全
国
大
会
を
視
野
に
入
れ

た
校
内
研
究
（
担
当
特
殊
学
級

の
研
究
及
び
公
開
授
業
）

③
特
殊
学
級
の
授
業
分
析

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
愛
知
教

育
大
学
障
害
児
教
育
講
座
、
都
築

繁
幸
教
授
に
ご
指
導
を
お
願
い

し
、
快
諾
し
て
い
た
だ
け
た
。

①
に
つ
い
て
は
、
通
常
学
級
に

少
な
か
ら
ず
在
籍
す
る
軽
度
発
達

障
害
の
児
童
生
徒
の
支
援
と
、
特

別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
重

要
性
を
よ
り
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
利
用
者
主
体
で
あ

る
教
育
の
在
り
方
と
し
て
、
親
の

願
い
を
生
か
し
た
教
育
支
援
や
個

別
の
指
導
計
画
の
必
要
性
を
学
ぶ

こ
と
も
で
き
た
。

そ
し
て
、
こ
の
学
び
を
②
と
関

連
さ
せ
て
、
本
校
の
研
究
会
（
公

開
授
業
）
で
は
、
親
の
願
い
を
生

か
し
た
単
元
構
成
を
考
案
し
、
実

践
の
一
端
を
発
表
し
た
。
さ
ら
に
、

③
と
し
て
、
学
級
に
在
籍
す
る
児

童
の
授
業
時
に
お
け
る
発
言
や
行

動
の
分
析
に
、
自
閉
症
教
育
に
支

持
さ
れ
て
い
る
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
概
念
を
学
び
な
が
ら
取

り
組
ん
だ
。

特
別
支
援
教
育
の
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
的
な
立
場
で
ご
活
躍
さ
れ

て
い
る
都
築
先
生
か
ら
は
、
多
忙

な
中
で
も
十
回
に
わ
た
る
本
研
修

の
す
べ
て
に
誠
意
あ
る
ご
指
導
を

い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。

本
研
修
は
、
私
自
身
の
曖
昧

あ
い
ま
い

で

あ
っ
た
教
育
や
授
業
へ
の
視
点
を

焦
点
化
さ
せ
る
た
め
に
と
て
も
有

効
で
あ
り
、
研
修
の
必
要
性
を
再

認
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

●

派
遣
研
修
員
研
究
報
告

▲ 授業実践「どんぐりずもう」から

※1
Ｖ
Ｏ
Ｄ
＝
（V

ideo
O

n
D

em
and

）

見
た
い
と
き
に
見
た
い
ビ
デ
オ

が
見
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

※2
教
材
コ
ン
テ
ン
ツ
＝
ひ
と
つ
で
は

教
材
と
は
い
え
な
い
が
多
く
集

ま
れ
ば
教
材
と
し
て
価
値
が
あ

る
も
の
を
い
う

※3
イ
ン
ト
ラ
（
ネ
ッ
ト
）
＝
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
標
準
の
技
術
を
用
い

て
構
築
さ
れ
た
内
部
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
こ
と



◆
第
三
十
九
回
岡
崎
市
小
中
学
校
読

書
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

・
市
長
賞
〈
読
書
感
想
文
〉

矢
作
東
小
二
年

徳
原
誉
人

北
野
小
四
年

藤
岡
実
里

河
合
中
二
年

白
井
静
香

・
市
議
会
議
長
賞
〈
読
書
感
想
文
〉

附
属
小
一
年
　
　
　
é
瀬
亜
美

根
石
小
五
年

鈴
木
達
三

東
海
中
三
年

加
藤
　
茜

・
岡
崎
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

〈
読
書
感
想
画
〉

緑
丘
小
三
年

船
場
亮
祐

大
門
小
六
年

砂
月
恵
莉
菜

新
香
山
中
二
年

伊
藤
麻
希

◆
第
三
十
一
回
人
権
を
理
解
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

・
入
選
〈
標
語
の
部
〉

小
豆
坂
小
二
年

竹
市
亜
友
美

・
入
選
〈
ポ
ス
タ
ー
の
部
〉

大
樹
寺
小
六
年

斉
藤
美
穂

◆
第
四
十
九
回
青
少
年
読
書
感
想

文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

矢
作
東
小
二
年

徳
原
誉
人

◆
二
〇
〇
三
年
度
体
力
づ
く
り
県
優
良
校

甲
山
中
学
校

◆
学
校
給
食
県
優
良
校

新
香
山
中
学
校

◆
第
十
二
回
全
国
小
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

・
入
選

緑
丘
小
六
年

花
村
亜
莉
沙

◆
第
五
十
五
回
岡
崎
市
民
駅
伝
競
走
大
会

●
男
子
の
部

優
勝
　
　
美
川
中
Ａ

二
位
　
　
北
中
Ａ

三
位
　
　
六
ッ
美
中
Ａ

四
位
　
　
東
海
中
Ａ

五
位
　
　
葵
中
Ａ

六
位
　
　
城
北
中
Ａ

●
女
子
の
部

優
勝
　
　
六
ッ
美
中
Ａ

二
位
　
　
六
ッ
美
中
Ｂ

三
位
　
　
竜
南
中
Ａ

四
位
　
　
岩
津
中
Ａ

五
位
　
　
美
川
中
Ａ

六
位
　
　
北
中
Ａ

◆
第
二
十
三
回
新
春
乙
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

（
優
勝
の
み
）

・
小
学
校
男
子
四
年
（
矢
作
西
小
）花
岡
大
輝

・
小
学
校
男
子
五
年
（
城
南
小
）山
口
正
尋

・
小
学
校
女
子
五
年
（
矢
作
東
小
）鈴
木
萌
未

・
小
学
校
男
子
六
年
（
梅
園
小
）稲
吉
俊
介

・
小
学
校
女
子
六
年
（
緑
丘
小
）和
田
か
れ
ん

・
中
学
校
男
子
一
年
（
竜
南
中
）市
川
宗
一
朗

・
中
学
校
女
子
一
年
（
矢
作
中
）花
岡
紗
耶

・
中
学
校
男
子
二
年
（
東
海
中
）藤
井
延
幸

・
中
学
校
女
子
二
年
（
六
ッ
美
中
）武
田
知
江
美

・
中
学
校
男
子
三
年
（
葵
　
中
）清
水
紀
仁

・
中
学
校
女
子
三
年
（
六
ッ
美
中
）竹
本
紗
代

○
「
確
か
な
学
力
」
を
支
え
る

国
語
の
授
業
を
め
ざ
し
て

竜
海
中
　
近
藤
久
美
子

本
校
で
は
「
わ
か
る
」
学
習
指

導
を
テ
ー
マ
に
、
毎
年
授
業
研
究

会
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
「
わ
か

る
」
学
習
は
、
新
学
習
指
導
要
領

に
示
さ
れ
て
い
る
「
基
礎
・
基
本

の
確
実
な
定
着
」
と
も
結
び
つ
き
、

本
校
の
研
究
は
、
長
い
積
み
重
ね

の
上
に
、
最
新
の
授
業
を
構
築
し

て
い
る
と
も
い
え
る
。

し
か
し
、
一
方
で
は
絶
対
評
価

や
時
間
数
の
削
減
か
ら
、
年
間
を

通
じ
て
の
授
業
内
容
や
指
導
方
法

に
、
大
き
な
不
安
を
感
じ
て
い
た
。

そ
こ
に
、
市
の
派
遣
研
修
員
と
し

て
愛
知
教
育
大
学
教
授
佐
藤
洋
一

先
生
の
ご
指
導
を
受
け
る
機
会
を

い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な

い
喜
び
で
あ
り
、
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

佐
藤
先
生
に
は
、
教
材
研
究
と

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
と
い

う
点
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
学
習
シ
ー
ト
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、

①
全
員
に
学
力
を
保
障
す
る
。

②
自
分
の
考
え
や
課
題
の
ま
と
め

方
を
教
え
る
。

③
短
時
間
で
学
習
の
方
法
を
全
員

に
明
示
す
る
。

④
学
習
の
振
り
返
り
・
チ
ェ
ッ
ク

を
可
能
に
す
る
。

と
い
う
効
果
が
あ
る
こ
と
と
、
学

習
シ
ー
ト
の
作
り
方
ま
で
も
丁
寧

に
ご
教
授
い
た
だ
い
た
。

実
際
の
授
業
で
は
、
中
学
二
年

「
モ
ア
イ
は
語
る
」
を
使
い
、
説

明
的
文
章
を
情
報
モ
デ
ル
と
し
て

学
習
し
、
新
た
に
得
た
情
報
を
効

果
的
に
わ
か
り
や
す
く
発
信
・
交

流
し
て
い
く
た
め
の
学
習
を
実
現

で
き
た
。
ま
た
、
国
語
科
固
有
の

学
習
事
項
を
評
価
規
準
と
し
、
指

導
過
程
に
位
置
づ
け
た
。

こ
の
実
践
に
よ
り
、
生
徒
に
つ

け
た
い
力
が
は
っ
き
り
し
た
が
、

そ
の
た
め
の
教
師
支
援
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
未
熟
で
あ
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
研
鑽

け
ん
さ
ん

を
積
ん
で
い
き

た
い
。
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●

表
　
　
彰

▲「地球はイースター島と同
じようになるか」の立論

▲男子優勝　美川中学校Ａチーム ▲開会式宣誓（代表：北中学校生徒）

▲女子優勝　六ッ美中学校Ａチーム
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シ
デ
コ
ブ
シ
の
花
が
公
園
で
開
き
始

め
た
。
ま
だ
肌
寒
さ
を
感
じ
る
今
日
こ

の
頃
だ
が
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

学
校
で
は
、
卒
業
式
の
練
習
が
始
ま
っ
た
。
や
る

気
に
あ
ふ
れ
た
児
童
・
生
徒
た
ち
の
顔
が
体
育
館

に
並
ぶ
。
き
ら
き
ら
と
輝
く
瞳
も
春
の
訪
れ
を
感

じ
さ
せ
、
教
師
の
心
を
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
る
。

愛
ら
し
さ
の
残
る
一
年
生
が
い
つ
の
間
に
か
卒

業
式
を
迎
え
る
。
試
合
に
勝
っ
て
泣
い
た
こ
と
、

友
達
と
う
ま
く
い
か
な
く
て
悩
ん
だ
こ
と
、
大
は

し
ゃ
ぎ
で
過
ご
し
た
あ
の
日
。
抱
え
切
れ
な
い
ほ

ど
の
思
い
出
を
胸
に
、
い
よ
い
よ
旅
立
ち
の
日
を

迎
え
る
。
大
き
く
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
。

君
た
ち
の
将
来
に
幸
多
か
れ
と
祈
る
。

す
べ
て
の
子
供
の
力
を
伸
ば
し
た
い
。

こ
れ
は
、
す
べ
て
の
教
師
の
願
い
で
あ
る
。

来
年
度
の
新
一
年
生
か
ら
始
ま
る
三
十
五
人
学

級
。
保
護
者
に
と
っ
て
も
教
師
に
と
っ
て
も
あ
り

が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
大
切

な
の
は
、
子
供
へ
の
愛
情
、
教
育
へ
の
情
熱
で
あ

る
。
来
年
度
も
心
を
引
き
締
め
歩
ん
で
い
こ
う
。

岡
崎
の
児
童
・
生
徒
の
輝
か
し
い
実
績
が
「
一

年
の
あ
ゆ
み
」
に
並
ぶ
。

こ
れ
も
教
師
の
「
子
供
を
伸
ば
し
て
や
り
た

い
。
活
躍
さ
せ
た
い
」
と
い
う
思
い
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
そ
の
思
い
に
よ
っ
て
、
子
供
の
力

は
花
開
き
、
一
回
り
も
二
回
り
も
た
く

ま
し
く
成
長
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

・
カ
　
　
ッ
　
　
ト

竜
　
南
　
中

山
　
田
　
ゆ
か
り

オシ

アス

＊わが子に伝える「絶対語感」外山滋比古
飛鳥新社 ￥1200

＊いい男の条件 ますい志保
青春出版社 ￥1400

＊翼ひろげる子 明橋　大二
一万年堂出版 ￥1200

＊ケータイを持ったサル 正高　信男
中央公論新社 ￥735

＊ありがとう物語 鈴木　健二
モラロジー研究所 ￥1400

日本人の好きな言葉の１つに，感謝の気
持ちを伝える「ありがとう」がある。この
５つの文字に込められた感情は，自他の心
と心を結ぶ価値のある一言であると思うか
らであろうか。
本書には，著者が歩んできた人生の中で

出会った「ありがとう」が，20編収められ
ている。文章力もさることながら，人生の
機微に心を打たれ，感動となって伝わって
くる。人間関係が希薄になり，忘れ去られ
てしまいそうな日本人の美しい心と，著者
の人間性が凝縮された１冊である。

大 楠 公 親 子 像
（昭和62年撮影）

写真提供：六名小学校

昭
和
十
年
頃
か
ら
、
忠
孝
心
涵
養

か
ん
よ
う

の
教
育
の
機

運
が
高
ま
り
、
教
材
と
し
て
楠
木
正
成
親
子
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
写
真
は
、

昭
和
十
八
年
ご
ろ
、
学
区
の
方
よ
り
寄
贈
さ
れ
た

大
楠
公
親
子
像
で
あ
る
。
戦
後
の
進
駐
軍
の
占
領

政
策
の
も
と
、
戦
前
の
思
想
教
育
に
つ
な
が
る
も

の
と
し
て
地
中
深
く
に
埋
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
掘

り
出
さ
れ
、
今
、
校
庭
の
一
角
に
置
か
れ
て
い
る
。

か
つ
て
、
多
く
の
小
学
校
に
勤
勉
・
勤
労
の
象

徴
と
し
て
二
宮
尊
徳
像
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
像

た
ち
は
、
今
や
そ
の
役
目
を
終
え
て
、
静
か
に
子

供
た
ち
を
見
守
っ
て
い
る
。


